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マイクロソフト・シンガポールの元 CFOで、現在はフランス系家電企業の CFOを努める人物は、「Dream! 

Believe! Achieve!（夢を持ち、夢を信じ、夢を成し遂げろ）」といつも皆に「今の自分を超えるための

挑戦」を求めている。「結果」と「目標」を切り分けて「目指すべき目標」を、自分自身でコントロール

し、「目標」達成を繰り返すことで「結果」を生み出すことが大切。「多くの人が『目標』と感じている

ことは『目指すべき結果』でしかない。『目標』は、具体的に自分が行動し、経験し、成長を感じること

ができるものに落とし込むべきだ」と、以上のことを述べている。 

ぜひ今年の目標として、まずは自分のできる範囲の行動を具体化する。それを一つひとつ積み重ねてい

き、素晴らしい結果、目指すべき結果につなげよう！ 

 

 

 

いよいよ「共通テスト」が今週末に迫ってきました。3 年生は大部分の生徒が進路を決定し
ていますが、自分の力を知り、進学先での学力を維持するためにも最後まで勉強に励み高得点
を目指しましょう。また、進路未定の生徒も実力を発揮し、合格を勝ち取れるよう応援してい
ます。 
2 年生は修学旅行も終わり、「3 年生０学期」が始まっています。さらに 2025 共通テストま
であと 1年です。1年間はあっという間です。今の自分の力を知るためにも共通テストの問題
にチェレンジしてみよう！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分でコントロールできる「目標と成長」    進路指導部長より 

共通テスト 直前アドバイス 

出題傾向予想 

〇 問題作成方針が固まり、出題傾向はそのまま 

2023 年度の出題傾向を見ると、共通テストの問題作成方針が固まって、2024 年度の出題傾向もそ

れを踏襲すると予想されます。文章量や資料が多く、多くの情報から必要な情報を選んで活用し問題

を解く力が求められるでしょう。「思考力・判断力・表現力」に加え、読解力や処理能力といった力

が必要です。 

これまでに実施された共通テストの出題形式に慣れておくことが重要な対策になるでしょう。 

 

〇 身近な題材や実践的な題材の出題が増加 

英語（リーディング）のプレゼンテーションに関する問題、数学 IAの軌道と放物線、数学ⅡBの複

利計算と等比数列といった身近な題材や実践的な題材が、前年に引き続き出題されています。この傾

向は 2024年度も引き継がれ、どの科目でも、学習した知識を実生活や実践的な場面に結びつけて考

えられる力が問われていくでしょう。 

 

〇 今後の共通テストでも知識は必須 

共通テストで思考力や読解力、処理能力といった力が重視されていることは間違いありませんが、

基本知識を軽視することはできません。必須の知識や解法を身につけていることを前提に、文章や図

表、資料を読み解いて、持っている知識をいかに活用して問題を解くかが重要になってきます。 
 

【じゅけラボ予備校：https://jyuke-labo.com/daigakujyukentaisaku/kyoutsuu-test/】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

                  共通テストを受験する３年生の皆さんの 

                  健闘を祈っています。がんばれ！！ 

先輩（２５期生）からのアドバイス 

（１）２０２３共通テストの感想 

 ① 会場には相当早めに到着し、１階の自習スペースで共通テストに向けた勉強に取り組めた。試験開始から

集中し、見直しもできた。 

 ② 周りの人が真剣で、自分たちも緊張感をもてた。雰囲気にのまれそうだった。 

  ③ 普段とは違う場所なため緊張し、時間配分ができなかった。 

 ④ 文章量や難易度が学校の授業でやるレベルの倍の倍、もしくはそれ以上と感じられた。 

 ⑤ 大学入学後のためにも、日ごろの継続した学習が必要だと思った。 

 ⑥ 模擬試験と受験の違いを感じた。合格していても緊張した。 

 ⑦ 時計がなく時間が分からず困った。 

⑧ 進路が決まっていても、実際に会場に行くと大変緊張した。 

⑨ 後半にいくにつれて、疲れていくので、気力を保つのが大変だった。 

⑩ 「合格がゴールではない」という先生方の言葉の意味の重みが分かった。 

⑪ 自分の実力のなさが身に染みた。 

⑫ 自己採点で不正解だったところを、大学入学までにできるようにする。 

⑬ 応用問題が多く、知識理解が大切だと思った。勉強の大切さを痛感した。 

⑭ ミスには気を付けたつもりであったが、マークミスをしてしまった。 

  

（２）共通テストを受験する後輩へのアドバイス 

 ① 学校の模試は必ず受けておくべき。 

 ② 膝掛けは手をあげて利用申請をする。持参していくべき。 

 ③ 参考書を持っていき、勉強する。参考書を持っていないと恥ずかしい。 

  ④ 柄付きのシャープペンや鉛筆は使用できないので、無垢の鉛筆が必要。 

 ⑤ 朝は混むので、時間に余裕をもって試験会場に行く。 

 ⑥ 最後の最後まであきらめずに落ち着いて解き続けること。 

  ⑦ 合格内定しているものもしっかり勉強をし、さらに一般試験向けて頑張っている人を応援する。 

 ⑧ 過去問を何度もやり、出題傾向に慣れておく。 

 ⑨ 普段からの授業を大切にし、基礎を固める。日々の積み重ねが本当に大事。 

  ⑩ 周囲の雰囲気に左右されないメンタルを持つ。 

 ⑪ トイレが混雑する。２ヶ所くらい場所を知っておくとよい。 

⑫ 試験会場には３０分前には到着する。教室へたどり着くまでに時間がかかる。 

⑬ 「共通テストはお金を払って自分が受けたくて受ける」という意識を持った方がよい。 

⑭ 帰りはとても混むので、迎えの場所なども考えておくと良い。 

⑮ 分からなくても、時間がなくても、解答欄は全部埋める。 

⑯ 休み時間が長く、終了時刻が遅いので、軽食や甘味ものがあるとよい。 

  

共通テストは１月１3日(土)・１4日（日） 

本校生の会場は 郡山女子大学 です。 


